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生物がタンパク質合成を行う際、アミノアシル tRNA合成酵素（ARS）によってアミノ酸と tRNAが

対応づけられる。加えて、タンパク質合成に使われる 20種類のアミノ酸に対してほぼ 20種類の ARS

が存在する。しかし、20種類全ての ARSが誕生する前は、少ない種類の ARSのみがタンパク質合成

に関わっていた可能性がある。本研究では、近縁関係にあるリジンを認識する ARS（LysRS）とアス

パラギン酸を認識する ARS（AspRS）、およびアウトグループとしたグリシンを認識する ARS（GlyRS）

の複合系統樹を作成した。さらに、LysRSの共通祖先と AspRSの共通祖先、LysRSと AspRS両者の

共通祖先アミノ酸配列を推定した。本発表では、得られた祖先配列を比較し、配列間の相同性や活性

部位を構成するアミノ酸の比較について議論した。 
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